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富士未来学Ⅰ「課題発見講座Ⅰ」中学１学年
課題発見に活用するためのツールとして、マインドマップ

やツリーの作成方法を学びました。富士山をマインドマッ

プの中心に据えて、「歴史」「統計」「文化」などのキー

ワードから発想を広げました。また、人によって異なるイ

メージを持つ言葉を学習し、人に伝えることの難しさにつ

いて考えました。
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富士山から発想を広げる

課題発見の過程
「疑問」「問い」「仮説」

各学年で課題発見講座の授業が行われています。富士未来
学では課題発見の過程を重視しています。マインドマップ
やツリーなどの思考の整理法や、論文を利用した課題発見

の方法を学びました。

富士未来学Ⅱ「課題発見講座Ⅱ」中学２学年
「なぜ？」といった「疑問」から、「何が？」「どの
ように？」といった「問い」へ変換しながら、研究課
題を設定する方法を学びました。「疑問」をマインド
マップの中心に据えて、「原因」「背景」「問題点」
「比較」などのキーワードを基に具体化していきまし
た。漠然とした問題から解決可能な課題に変換する力
が身に付きました。

「疑問」から「問い」へ変換

ディベートとは

富士未来学Ⅰ「討論講座」中学１学年
ブレインストーミングやＫＪ法などの意見の出し方、バズ

セッションやディベートなどの話し合いの方法について学

びました。また、ＩＣＴ端末を活用して、ディベートの

テーマついての調査を行いました。討論講座では、探究活

動を進める上で必要な話し合いのスキルを身に付けます。

６月に行われる探究合宿では、肯定側と否定側に分かれて

ディベートを行います。審判も生徒が担当します。

富士未来学Ⅲ「探究基礎講座」中学３学年
「銅と酸素が化合するときの、金属の質量と化合する

酸素の質量の関係」の実験を行いました。実験で得ら

れた値と理論値との誤差に着目して、誤差が生じた要

因を基に「仮説」を設定し、生徒自らが考えた検証計

画を立案しました。また、「ロウソクの科学」の実験

でも「仮説」を設定する練習をしました。
生じた誤差に着目して「仮説」を設定



富士未来学Ⅵ「英語論文・ポスター作成」高校３学年
アカデミック・ライティング講座Ⅱで学んだことを生かして、
日本語の論文を基に英語論文を作成し、英語論文を基に英語
ポスターを作成しました。また、ポスターを映して発表練習
を行い、ＪＥＴからの指導を受けたり、他の生徒から諮問を
受けたりしながら、改善を図っています。オンライン英会話
による指導も予定しています。

富士未来学Ⅴ「ラボ活動」高校２学年
研究が本格的にスタートしました。実験申請書や質問紙申
請書を作成したり、担当教員と面談をしたりしました。自
然科学ラボ、数理科学ラボ、社会科学ラボ、人文科学ラボ
の４種類のラボを設置しています。十分なデータを得るた
めに、多くの実験や調査に粘り強く取り組むことが必要で
す。今年度も全教員体制で課題研究の支援をしていきます。

ＪＥＴによる指導

高度な統計に挑戦

富士未来学Ⅳ「質問紙講座Ⅰ」高校１学年
名義尺度・順序尺度・間隔尺度・比率尺度という尺度がある
ことを学びました。また、「安定して測ることができている
か」と「測りたいものを測ることができているか」といった
尺度の信頼性と妥当性についても学び、質問紙を作成する難
しさを体験しました。その後、質問紙を作成し、お互いに意
見を出し合いながら改善しました。尺度とは

富士未来学Ⅳ「課題発見講座Ⅲ」高校１学年
課題の発見を目的とした論文の読み方を学びました。読んだ

論文を項目ごとに整理し、整理した論文から「仮説」を抜き

出し、その「仮説」の独立変数や従属変数を変えることに

よって、新たな課題を発見する体験をしました。難しい課題

でしたが、真剣に取り組む様子が見られました。

学校見学会 ５月２５日（土）
学校見学会で代表生徒による口頭発表を実施
しました。高校３学年は「【探究】最適な筆
箱の構成を探す！！！」（左上）、高校１学
年は 「ミジンコに適したイカダモの濃度の検
討」（左下） について発表しました。また、
ＳＳＨコーナー（右上）や富士未来学コー
ナー（右下）も盛況でした。

既存の論文から課題を発見

富士未来学Ⅴ「統計分析講座」高校２学年
大学の入試問題を使用して、回帰直線や仮説検定の問題演習
をしました。高度な内容でしたが、お互いに教え合いながら
挑戦する姿が見られました。富士未来学の統計の授業では、
統計を理解した上で使えるようになることを目標に指導して
います。今後は表計算ソフトや統計ソフトを活用して分析を
行います。

担当教員との面談


